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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　免疫エフェクター細胞を、免疫応答を減少するのに有効な量の間葉幹
細胞に生体外で接触させることを含むことを特徴とする同種異系抗原に対する免疫応答を
減少する方法。
　　【請求項２】　エフェクター細胞がＴ細胞であることを特徴とする請求項１記載の方
法。
　　【請求項３】　同種異系抗原により前もってこれまでに活性化されたＴ細胞を、該活
性化されたＴ細胞の再刺激を抑制するのに有効な量の間葉幹細胞に生体外で接触させるこ
とを含むことを特徴とする、活性化Ｔ細胞の再活性化を予防しあるいは減少する方法。
　　【請求項４】　供与者移植片による受容者に対する免疫応答を減少することを特徴と
する組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項５】　間葉幹細胞が受容者にとって自己由来のものであることを特徴とする
請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項６】　間葉幹細胞が受容者にとって同種異系のものであることを特徴とする
請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項７】　間葉幹細胞が移植片の供与者から得られることを特徴とする請求項６
記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項８】　間葉幹細胞が移植片の供与者と受容者の双方にとって同種異系のもの
であることを特徴とする請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項９】　移植片が皮膚であることを特徴とする請求項４記載の組成物を調製す
るための間葉幹細胞の使用法。
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　　【請求項１０】　間葉幹細胞が活性化Ｔ細胞死を誘導する分子を発現するように更に
修飾されることを特徴とする請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法
。
　　【請求項１１】　分子がＦａｓリガンドおよびＣＤ２７から選択されることを特徴と
する請求項１０記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１２】　間葉幹細胞が移植片投与の前に受容者に投与されることを特徴とす
る請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１３】　間葉幹細胞が移植片の投与と同時に投与されることを特徴とする請
求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１４】　間葉幹細胞が移植片の一部として投与されることを特徴とする請求
項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１５】　間葉幹細胞が移植片の後に投与されることを特徴とする請求項４記
載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１６】　間葉幹細胞が受容者による移植片の拒絶を処置するために、移植片
受容者に投与されることを特徴とする請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞
の使用法。
　　【請求項１７】　間葉幹細胞がヒトのものであることを特徴とする請求項４記載の組
成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１８】　更に受容者に免疫抑制剤を投与することを含む請求項４記載の組成
物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項１９】　移植片が固形器官であることを特徴とする請求項４記載の組成物を
調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項２０】　固形器官が心臓、膵臓、腎臓、肺あるいは肝臓から選択されること
を特徴とする請求項１９記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項２１】　間葉幹細胞が活性化Ｔ細胞死を誘導する分子を発現するよう修飾さ
れることを特徴とする請求項４記載の組成物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項２２】　同種異系組織への免疫応答を減少することを特徴とする組成物を調
製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項２３】　移植片を移植片受容者から得た組織と生体外で接触させ、次いで供
与者移植片を供与者移植片による受容者に対する免疫応答を減少するのに有効な量の間葉
幹細胞に生体外で接触させることを含むことを特徴とする、供与者移植片により生じる免
疫応答を減少する方法。
　　【請求項２４】　間葉幹細胞が供与者移植片と移植片の受容者双方にとって同種異系
のものであることを特徴とする請求項２３記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減
少する方法。
　　【請求項２５】　間葉幹細胞が移植片の受容者にとって自己由来のものであることを
特徴とする請求項２３記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減少する方法。
　　【請求項２６】　間葉幹細胞が供与者移植片にとって自己由来のものであることを特
徴とする請求項２３記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減少する方法。
　　【請求項２７】　供与者移植片が骨髄であることを特徴とする請求項２３記載の供与
者移植片により生じる免疫応答を減少する方法。
　　【請求項２８】　更に受容者に免疫抑制剤を投与することよりなることを特徴とする
請求項２３記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減少する方法。
　　【請求項２９】　間葉幹細胞が活性化細胞死を誘導する分子を発現するよう修飾され
ることを特徴とする請求項２３記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減少する方法
。
　　【請求項３０】　分子がＦａｓリガンドおよびＣＤ２７から選択されることを特徴と
する請求項２９記載の供与者移植片により生じる免疫応答を減少する方法。
　　【請求項３１】　対宿主性移植片病に関して移植片受容者を処置する組成物調製のた
めの間葉幹細胞の使用法。
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　　【請求項３２】　間葉幹細胞が受容者にとって自己由来のものであることを特徴とす
る請求項３１記載の組成物調製のための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項３３】　間葉幹細胞が供与者移植片にとって自己由来のものであることを特
徴とする請求項３２記載の組成物調製のための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項３４】　間葉幹細胞が供与者と受容者双方にとって同種異系のものであるこ
とを特徴とする請求項３１記載の組成物調製のための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項３５】　更に供与者に免疫抑制剤を投与することよりなることを特徴とする
請求項３１記載の組成物調製のための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項３６】　供与者移植片に対する有害な免疫応答を阻害しあるいは減少するの
に有効な量のヒト間葉幹細胞、および薬理担体を含むことを特徴とする供与者移植片に対
する有害な免疫応答を減少する組成物。
　　【請求項３７】　間葉幹細胞が受容者にとって自己由来のものであることを特徴とす
る請求項３６記載の組成物。
　　【請求項３８】　間葉幹細胞が供与者にとって自己由来のものであることを特徴とす
る請求項３６記載の組成物。
　　【請求項３９】　間葉幹細胞が受容者と供与者の双方にとって同種異系のものである
ことを特徴とする請求項３６記載の組成物。
　　【請求項４０】　移植片により生じる移植片受容者に対する有害な免疫応答を縮小す
るための組成物であって、移植片により生じる移植片受容者に対する有害な免疫応答を減
少するのに有効な量のヒト間葉幹細胞、および薬理担体を含むことを特徴とする移植片に
より生じる供与者移植片に対する有害な免疫応答を減少する組成物。
　　【請求項４１】　間葉幹細胞が受容者にとって自己由来のものであることを特徴とす
る請求項４０記載の組成物。
　　【請求項４２】　間葉幹細胞が供与者にとって自己由来のものであることを特徴とす
る請求項４０記載の組成物。
　　【請求項４３】　間葉幹細胞が受容者と供与者の双方にとって同種異系のものである
ことを特徴とする請求項４０記載の組成物。
　　【請求項４４】　同種異系抗原に対する免疫応答を減少する組成物調製のための間葉
幹細胞の使用法。
　　【請求項４５】　免疫応答がＴ細胞応答であることを特徴とする請求項４４に基づく
間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項４６】　同種異系抗原により活性化されたＴ細胞の再活性化を減少する組成
物を調製するための間葉幹細胞の使用法。
　　【請求項４７】　移植片受容者での供与者組織への免疫応答を減少する一つの組成物
を調製するための間葉幹細胞の使用法。
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